
　学校教育部会の第一分科会「人権確立をめざす教育の創造」に
参加しました。実践発表は、「子どもたちとの関わり」「地域との
つながり」などをテーマに、私たちが取り組んできた人権・同和
教育を再確認できる内容でした。目の前のさまざまな課題を抱
えた子どもたちと丁寧に向き合い、関わることから生まれる信
頼関係、それが人権の基盤であるということ、また、地域とつな
がり、先人の想いを学ぶことで、人権は私たちの生活のなかにあ
ることも学びました。子どもたち一人一人を大切に
し、地域とつながる人権・同和教育をこれからも大切
にして、推進していきたいと思います。

　第２分科会「自主活動」第２分散会に参
加。驚いたのは、報告者、参加者ともに若い
人たちが多かったこと。人権同和にかか
わって子どもたちと向き合う熱意と地道な取組の報告にも感動しました
が、何よりも日ごろの悩みや課題を素直に話される雰囲気に感じ入りま
した。また、その悩みに真摯に向き合い助言をされる会場のムードにも驚
きました。
　家族ぐるみでの人権学習会への参加、子ども同士の対話の積み重ねに
よる人権意識の変容、ほかの人とのかかわりを拒否していた子の部落問
題学習を通じての変容、人権フィールドワークを通じての外国にルーツ
をもつ子の変容など多くの取組の報告がありました。
　現役時代に参加を重ね、そのたびに学びが開かれた感覚を再
び実感できて幸せでした。

　第１分科会「人権確立をめざす教育の創造」に参加。まず、埼玉県の報告者から「出身で
もないのに、子どもたちの前で同和問題を語ってよいのか葛藤している」との問いに、参
加者から「差別を許してはならないという怒り、解決したいという思いを持って語ること
ができる」という意見が出された。私も迷いながら、葛藤しながら子どもたちの前に立っ
ていたが、この言葉に大変勇気づけられた。また、大阪からは、長年、継続して子どもたち
に思いを語ってもらう取り組みについての発表があった。差別によってつらい思いをし
てきた地域の方々が、それでもなお学校を信じて経験を語ってくださる思いに教職員が
応えようと、学校全体で取り組まれていた。若手の教職員が増える中、自分にできること
が何なのか、改めて考えさせられた。これからは、先輩教師や過去に関わった地
域の方々を思いより一層伝えていきたいと感じた。このように、私にとって大変
学びが多く、自分自身の同和教育に対する温度が上がる大会となった。

　大会スローガンにある「子どもたちの『事実』を出発点に」の通り、どの実践報告も課題
に向かって子どもたちが自信と笑顔をもって前に進む取組が報告されました。私が参加
した第2分科会場では、会場いっぱいの参加者から次々と質疑や討論が展開さ
れ、みんなで差別解消に向けて一同となる熱を感じました。今回初めての参加
でしたが、明日からの取組への勇気・熱意・自信をもらった研究大会でした。

　関西学院の第１分科会に参加。こども園の人権に関する取組を中心に聞き、文字
を書けない子どもたちに人を大切にすることの難しさを学ぶことができました。
幼少期の子どもたちの自尊感情をどう育むかという話の中で、「できたことがあれ
ば、保護者に伝えお家でも思いっきり褒めてもらう」という意見がありました。良
いことがあっても嫌なことがあっても、受け止めてもらえる安心感が小
学校でも家庭でもこども園でも必要だと感じました。それぞれに啓発し
ていくことが大切だと思いました。

　「自主活動」分科会では、大学生の方が報告されていた。差別をなくすために自ら行
動する姿だった。「子どもに人権を考えてほしい。」その前に、大人である私たちが人
権を考え、行動しているだろうか。差別をなくすために「まずは家族、友だちを大切に
すること」という話が出た。名前の付くようなスケールの大きな人権課題
がある一方、身近で無自覚になりがちな人権侵害もある。一人の大人とし
て自覚的になり、子どもたちの生活の中で人権を考える「場」を作りたい。

人権ネットワーク   た　ん　ば2026年2月20日 （2）

　市同教理事の研修として毎年、実施しています。
　今年度の研修先は「但馬の小京都」とも呼ばれる豊岡市出石町でした。18人が参加しました。
　午前中は、出石隣保館において「きびしい差別を乗り越え、たくましく生き抜いた先人たち
の歴史」と題した２時間の座学。午後は出石町市街へ出かけて、ゆかりの地をフィールドワー
ク。出石町の人権文化や十日町長事件と言われる行政闘争について学びを深めることができ
ました。

　この会は丹波市、法務局柏原支局、市同教などの主催により、毎年12月の人権週間の時期に行っています。
開会行事の後、ステージでは「全国中学生人権作文コンテスト」兵庫県大会丹波地域（丹波市・丹波篠山市）予選で2,306
作品の中から最優秀賞に輝いた３人の表彰と朗読、「人権活動事例発表」、俳優・タレントの副島淳さんによる「違いを楽しむ」と題した講演がありました。
　市同教が担当した「人権活動事例発表」では、電動車椅子サッカー元日本代表監督の近藤公範さんに、「つながりを育む、出会いの力～障がい者スポーツを通
して～」と題して、発表していただきました。『障がい者スポーツと関わる中で、自己実現を図るためには、自身を受け入れ、何に目をつけ、何を意識して取り組
んでいくかが、障がいのあるなしに関係なく大切であると気づいた。「できないことではなく、できること」に目を向けた、前向きで一生懸命な選手たちの姿
は、周りに勇気を与えている。大切なことは、自身の弱さを受け入れ、自分の可能性を信じること。そして、仲間と一緒に考え続けることだ。』と話さ
れました。近藤さんの素敵な取組に感動しました。
　会場には約360人が集い、人権について考えるよい機会となりました。
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　全国人権・同和教育研究大会が「差別の現実から深く学び、生活を高め未来を保障する教育を確立しよう」を大会テーマに開催されています。
　今回のスローガンは「子どもたちの『事実』を出発点にそこに向き合う具体的な『実践』をとおして、人類普遍の真理を探究し、すべての人権が確立
された社会づくりを実現しよう」でした。市同教からは８名が参加しました。
　大会のまとめは、全国人権教育研究協議会のホームページに掲載されます。　
　１日目午後と２日目午前は、各自が希望する分散会に参加しました。２日間を通した参加者の報告書より感想の一部をご覧ください。
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● ファミリーマート柏原下小倉店
● ひかみ四季菜館（犬岡）
● 道の駅 丹波おばあちゃんの里
● セブンイレブン丹波市辺南店
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● ファミリーマート篠山丹南店
● 岡本病院内 売店
● セブンイレブン篠山黒岡店
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〝丹（まごころ）の里 人権のつどい〟 を開催しました
12月7日 ㊐　春日文化ホール

第76回 全国人権・同和教育研究大会に参加しました
11月29日㊏ ／ 11月30日㊐　西宮市・大阪市

市同教 理事現地研修に行ってきました
11月５日㊌　豊岡市立出石隣保館


